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心理Ⅰ（火Ⅰ～村上郁也～）　　　製作者　今泉孝一
✔心理学の歴史
１古代の医学・哲学
Hipokrates(460-377BC)・・・精気説（呼吸によって取り入れられる精気を生命や心の担い手と考える）
Aristoteles(384-322BC)・・・こころ＝生命　『De Anima』（世界初の心理の学術書）
栄養＝植物の精神、感覚＝動物の精神、思考＝人間の精神
[image: image7.bmp]Galenos(130-200)・・・体液類型説（体液のバランスで性格が決まる）例： 血液 eq \o\ac(○,多)→多血質→陽気
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 粘液 eq \o\ac(○,多)→粘液質→鈍感
　　　　　　　　性格類型を区分する概念の端緒
２近世哲学
Descartes(1569-1650)・・・生得説（人間の心理的能力や傾向は先天的なものと考える。精神の存在は空間内に位置づけら
れるのではなく内省という心的活動の自明性により存在している。）、二元論（世界や事物の根本的な原理として、それらは背
反する二つの基本的要素から構成される、または二つからなる区分に分けられるとする概念）
John Locke(1632-1704)・・・経験説（生得説に対し人間の心理的能力や傾向は後天的なものと考える）、連合（直接経験したことでなくても、経験した事柄と類似した観念をもっていれば、それが連合し、その経験を認識することができるという考え）
３感覚生理学
Johannes Müller(1801-1858)・・・特殊神経エネルギー説（感覚はそれぞれの感覚神経に対応して起こるものであり、それ独自の物理的性質が神経に伝わるわけではないという説。各々の神経線維には各々伝える情報が固有に決まっている）
Von Helmholts(1821-1894)・・・三色説（赤、緑、青の三色の刺激の割合の違いで色別が生じる）、無意識的推論（知覚の恒常性の説明として、対象の大きさは観察者の網膜像の大きさと対象までの見かけの距離から自動的に引き出され、対象の明るさは網膜上に送られた光量以外に照明条件を考慮に入れて自動的に計算されるものと考えられた）
４心理物理学
E.H.Weber(1795-1878)・・・Weberの法則(C(定数)=弁別閾／刺激強度)
G.T.Fechner(1801-1887)・・・Fechnerの法則(Weberの法則をさらに研究したFechnerが定式化)、心理物理学的測定法(主観的な心理量を、客観的な物理量を物差しとして測ろうとする方法)
５実験心理学
Wilhelm Wundt(1832-1920)・・・内観法(心理学研究のために自分自身の精神状態を観察する方法)、要素主義(意識は要素に分解できるという考え)　ｃｆ.ライプチヒ大学で世界初の心理学実験室を作った。
William James(1842-1910)・・・意識、注意、機能主義(意識は生物学的欲求の充足のために出現した有機体の環境に対する適応の一形態であると考えて、そのような心的活動の目的ないし意識の効用を明らかにすることが心理学の第一課題であると主張する立場)
６精神分析学
S.Freud(1856-1939)・・・汎性欲説(社会文化の諸現象を性欲によって説明しようとする学説)、自由連想法(ある言葉（刺激語）を与えられた時に、心に浮かぶままの自由な考えを連想していく発想法)
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C.G.Jung(1875-1961・・・外向性、内向性、コンプレックス(類型論)
　　　　　　　　　　　　　　　現在では使われていない学説だが、これがあったから精神的な病気を類型し分析できるようになった。
７ゲシュタルト心理学(全体性や構造を重視⇔要素主義、構造主義)
M.Wertheimer(1880-1943)・・・運動視（仮想運動の発見）例：パラパラ漫画、映画
W.KEQ \* jc2 \* "Font:AR P丸ゴシック体M" \* hps10 \o\ad(\s\up 9(‥),o)hler(1887-1967)・・・洞察、問題解決(類人猿の知恵実験)
８行動主義（こころの存在をミニマルに捉える。こころなんてないと捉える）
J.B.Watson(1878-1958)・・・S-R結合(刺激stimulusと反応responseの結合)、経験主義
B.F.Skinner(1904-1990)・・・オペラント条件づけ(生活体の自発的な反応に基づく条件づけ)
９認知心理学（人間の心理を機械的に表そうとする）
Jean Piaget(1869-1980)・・・認知機能の発達段階説
G.A.Miller(1920-  )・・・マジカルナンバー７±２(短期記憶の処理能力)
N.Chomsky(1928-  )・・・生成文法理論(表面的なデータから機械的に文法を帰納するのではなく、無限の適格文のみを生み出す有限の機構としての言語能力の解明を目指した)
U.Neisser(1928-  )・・・認知機能の情報処理モデル　数値化、記号化
10 認知神経科学
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Hubel＆Wiesel・・・視覚神経応答
Sperry＆Gazzaniga・・・分離脳(脳機能局在論)
Squire・・・記憶システムの研究
機能的MRI・・・生きている人の脳の構造や働きの様子を観察できる
光トポグラフィ・・・動いている人の脳の働きを脳内の光の反射で観察できる
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✔生理
１脳　　　　　　　　　　樹状突起・・・信号の入口の部位
　　　　　　　　　　　 細胞体・・・入口部位の総合部位
ニューロン；神経細胞　　  軸索・・・信号の伝導経路
　　　　　　　　　　　 軸索終末・・・信号の出力部位
ニューロンは興奮すると軸索に信号（電気パルス列を送り出す。）しかし興奮していない時はほとんど出さない。
２神経系
　　・中枢神経系；脳、脊髄
　　・末梢神経系；体性神経・・・運動、感覚　　　自律神経・・・交感神経（興奮）、副交感神経（リラックス）
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３脳の区分
大脳（大脳皮質、大脳基底核、大脳辺縁系）
間脳（視床、視床下部）・・・目と耳の神経系
脳幹（中脳、橋、延髄）・・・体と脳をつなぐ神経
小脳・・・細かな学習。運動を担う
４大脳皮質・・・大脳と両半球をとりまく表面。多くの回と溝がある。前頭葉、頭頂葉、側頭葉、後頭葉にわかれる。
[image: image12.jpg]


　　　　　 右半球・・・体の左側、左視野
５側性化　  左半球・・・体の右側、右視野、言語
Q:どうやって言語は左半球が司っているかわかったのか？
A:分離脳患者（split brain）による実験より左脳と右脳が独立
していることがわかった。
6機能局在（脳（特に大脳皮質）が部分ごとに違う機能を担っているとする）
骨相学（１９Ｃ）→脳の特定の部位が特定の機能を担い、その機能が発達するとその部位が肥大して頭蓋骨のふくらみとなって現れるとする。（bｙガル）
認知神経科学（２１Ｃ）→音を聞いた時や手を動かした時などの脳の動きを見る。
7膜電位
細胞膜～イオンの選択的透過性→電位勾配と濃度勾配（Ｋ＋が細胞内外を移動するのに関係）
脱分極を起こすと興奮を起こす。
8活動電位
全か無かの法則で発火する。軸索に沿って伝導する（絶縁性が悪く、伝導するうちに興奮が弱まる）
９シナプス小胞
①活動電位が伝導してくる②Ca2+が膜内に流入する③シナプス小胞が膜に結合して、シナプス間隙に神経伝達物質が放出される
✔測定
１物理量と心理量
物理量：外界での量
心理量：心的体験の量
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例：視覚刺激→視覚像；観察者＝光センサーと考えてその感度を測定
2検出閾
見えるか見えないかぎりぎりの物理量（光の強さなど）
五分五分の割合（確率５０%）で見える視覚刺激の大きさ
→検出域が小さいほど感度が高い
3心理物理学的測定法
・恒常法
・階段法
・調整法
４主観的等価点
標準刺激と同じに感じられる比較刺激の物理量
５弁別閾
標準刺激との違いがわかるかわからないかぎりぎりの物理量の違い
→標準刺激の大きさによって異なってくる（cf.重さの弁別閾＝ウェーバーの法則）
６ウェーバーの法則
弁別閾：⊿Ｉ　標準刺激：Ｉとすると、　　⊿Ｉ＝ｋＩ（ｋは定数）
７フェヒナーの法則
刺激がｋ倍増える→弁別できる
　　　　　　　 →感覚が１上がる
Ѱ＝c㏒Ｉ
８マグニチュード推定法
感覚の大きさを数字で答える
９スティーブンソンの法則
Ѱ＝aImまたは㏒Ѱ＝㏒a＋m㏒I(aは定数)
✔知覚
１刺激
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　　　　　　　　　　刺激
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　　　　　外界　　　　　　　　生活体
[image: image17.emf]　　　　　　　　　　反応
静止網膜像・・・常に網膜に同じ画像を映し続けるとその画像の知覚は無くなる。つまり同じ刺激を与え続けると感覚は麻痺。
感覚遮断・・・一切の感覚を遮断すると被験者は異常な行動をとるようになった。この実験により人間には刻一刻変化する刺激が必要であることを立証された。
２感覚モダリティ（異なった受容器を通して生じた感覚的経験はそれぞれ質的に異なる）
　・視覚　　　・平衡感覚
　・聴覚　　　・体性感覚（皮膚感覚、運動感覚）　
[image: image18.emf]　・嗅覚　　　・内臓感覚
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　・味覚
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３視覚　　　　桿体細胞（白黒）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
[image: image21.emf]
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　錐体細胞
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　　　　　　　　　　　　　　（色彩）
　　　目の構造　　　　　　　　　視細胞　　　　　　　　　桿体細胞と錐体細胞の分布
４聴覚
[image: image23.png]
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５体性感覚
皮膚感覚と運動感覚
皮膚感覚は圧受容器、温受容器、痛覚受容器
運動感覚で重要なのはセンサーとしての筋肉・筋紡錘である。これは筋肉の一種であるのだが運動をするのではなく、筋肉が如何に動いているかを脳に伝える役割を果たしている
６体制化
→まとまりのある「よい形」に解釈（少ない情報から世界を再構築）
[image: image24.png]


・主観的輪郭（実際に図形がない所でも周りの情報から脳が形を無意識に認識すること）
　　　　　　　　※左の図形の場合・・・扇型３つと折れた線分３つが左のように並ぶと、中央に三角形の
　　　　　　　　　　　　　　　　　形を認識する。
[image: image25.png]
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・群化の要因（星空に星座を描くように、都合のよい形に個別の要素がまとまって感じとれる現象）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　（左：□をまとめて十字を認識。右：３つの列に認識）　　　　　　（三角形と四角形の重なった図と認識）
・エイムズの部屋
[image: image27.jpg]


　　壁に開けられた穴から覗くと、部屋の中に立ったり歩いたりする人が、上のように、その位置によって背が伸びたり縮んだりして見える。実は、その部屋は奥行きも高さも歪んだ構造になっている。穴から覗くと通常の部屋のように見えるが、逆に、部屋の中にいる人間が歪んで見えてしまう。
７恒常性
[image: image28.png]


→ものの大きさ、形、音の大きさ、、、は不変であると解釈。（最も単純で分かりやすい形に解釈）
・形の恒常性
　　　　　　　　　　　　　　　　※左の図を見て普通固いドアが開閉していると認識するが、実際はそうではなく柔らかい物質が伸び縮みしているかもしれない。画面を斜めから見ても正面からみたように認識する。
　例：正方形の敷石が敷き詰められている歩道を歩いている時どの敷石も正方形に見え、けっして台形には見えない。しかし、網膜上に正方形の敷石が投影されるのは真上からみたときでありそれ以外の場合はさまざまな形の台形が投影されている。
・明るさ（白さ）の恒常性
明るさの急激な変化にも，比較的一定の明るさを持っていると知覚される。e.g.夜でも雪は白い。日向でも黒い靴は黒く見える。
・エンメルトの法則
物体の網膜像の大きさが同一である場合、知覚される物体との距離に比例して物体の大きさ知覚は変化する、という法則。（e.g.カメラのフラッシュを見たときその残像は遠くを見たときは大きく見え、近くを見たときは小さく見える）
８視覚と聴覚
知覚情報と聴覚情報に矛盾→視覚優位の統合
マガーク効果（視覚優位）・・・耳に聞こえるのは「ば」という発音なのに、視覚的には「が」という発音を示している時、視覚情報に影響されて「が」あるいは「だ」と聞こえる現象のこと。
マガーク効果のデモページ（http://www.brl.ntt.co.jp/IllusionForum/basics/auditory/mcgurk.html）
視覚キャプチャー・・・同じ音源でも右、左の人の映像が交互に動けば音源も左右に動く気がする
９知覚と運動
環境の中での適応的行動・・・自発的運動＋感覚情報アップデートが重要
例：視覚的断崖、感覚運動
10可塑性
成人でも再学習可能
例：逆さメガネをかけていても再び正立してみえるようになる。
✔認知
１奥行き手がかり
網膜像は二次元→奥行き、三次元を推定する必要あり→複数の手がかりの組み合わせで立体を見る
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２物体認識
部分に分けて形状記述→記憶のひな形と照合　例：円柱理論
[image: image30.png]


[image: image2.emf]
３失認　脳障害
「みる」と「わかる」は違う認知過程。感覚機能は正常に脳がそれを何か認識していない状態
・視覚性物体失認
ものは「見え」ているがそれが何かを認識できない認知障害
・半側空間無視
多くの場合対象の左側を認識できない認知障害
[image: image31.png]


例：
　　　　　　　　　　　　　　　　　半側空間無視の患者に上の図の模写をさせると左側を無視して絵
　　　　　　　　　　　　　　　　　を描く（木の枝）しかし、印象の強い部分は左側も模写する（鳥）
　　　　　　　　　　　　　　　　　食事の際に左側の食べ物を食べ残す、ドアを通ろうとして左側にぶつかる、車椅子や歩いて廊下を移動していて、だんだん右側に寄っていくなどの状態がみられる。
・相貌失認
目は見えているものの、顔を見てもその表情の識別が出来ず、誰の顔が解らず、個人の識別が出来なくなる症状のこと。
４補完
隠れたものを脳が自動的に補って認知
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・アモーダル補完　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　←ところどころ虫食いだが「心理のシケプリ」
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　と認識できる。
・連続聴
音が聞こえている途中に妨害音が入ってもその前後を脳が連続した音と認識する。
５心的イメージ
直接の感覚入力なしに心に思い浮かべる
・心的回転
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AとBは同じ図形
６スキーマ
事物・事象についての知識→認識・行動のための文脈　例：レストランに行けばウェイターが出てきて注文をとるだろうというスキーマを持っている。
７推論
スキーマによる認識→
推論の妨げ（機能的固着）
推論の助け（日常的演繹）
[image: image34.png]


例：ろうそく問題（機能的固着）
　　　　　　　　　　マッチ箱とろうそくがありました。　　　　　　　　　正解
　　　　　　　　　　　　壁にろうそくを設置するにはどう　　　　　　　　　マッチ箱を壁にとめてその上に
　　　　　　　　　　　すればいいでしょう？　　　　　　　　　　　　　　ろうそくを置く。
８洞察
発見…準備期→孵卵期→啓示期（洞察）→検証期　heureka!
✔意識
１意識の三様相
・覚醒　・気づき　・自意識
２睡眠段階
覚醒：β波（14～30Hz）
睡眠段階１：α波（８～13Hｚ）→不規則徐波　いびき
睡眠段階２：低振幅徐波＋紡錘波
睡眠段階３：δ波（0.5～3Hz）
睡眠段階４：大振幅徐波
REM睡眠
３REM睡眠（Rapid Eye Movement Sleep）
REM睡眠→骨格筋弛緩、急速眼球運動、脳血流増加
また、REM睡眠中は夢を見ることが多い。
ナルコレプシー：睡眠段階を経ないで睡眠が起こる→いきなり眠る

４注意
一部を選んで意識を集中すること
５不注意
注意を向けていない対象が変化しても気がつかない
６実行機能
ルールを意識して秩序だてて課題を遂行
・ｎバック課題　・ハノイの塔　・自己順序づけ課題　・ウィスコンシンカード分類課題
・ストループ課題　　などなど
７メタ認知
一次表象作用（認知）・・・事象を認知している
二次表象作用（メタ認知）・・・「事象を認知している」と認知している
８こころの理論
他者の心を理解する働き　３歳児以前はできない
３つ山問題・・・テーブルの上に高さや大きさの違う３つの山の模型を置くと、幼児は自己中心にしか考えることを知らないので、自分の位置ではない、右側面、向こう正面、左側面からの景色を想像しても正しく答えられない。
誤信念課題・・・ピエール（２歳）は自分のボールを箱にしまい遊びに行きました。部屋に入ってきた佐々木君は箱の中のボールを見つけ、それをバッグに入れ替えました。ピエールは部屋に戻ってきて、またボールで遊ぼうと思いました。ピエールはどこを探すでしょう？
　　答え、ピエールはバックをいきなり開きましたとさ。
　　　　　　　
✔学習
１慣れ・鋭敏化
学習・・・経験によって行動が変化すること
記憶・・・過去の経験の効果を保持すること
非連合学習
　　　慣れ：繰り返し刺激により反応が減少する。シナプスの通りがよくなる
　　　鋭敏化：繰り返し刺激により反応が増加する。シナプスの通りが悪くなる
連合学習
　　　古典的条件づけ、オペラント条件づけ
２古典的条件づけ
条件刺激(CS)と無条件刺激(UCS)とを対呈示→条件反応(CR)を形成する
ex.パブロフの犬：CS→ベルの音　UCS→エサ　CR→唾液
この条件づけには予報性が必要である。すなわち犬がベルの音が鳴るとエサがもらえると思い込むような対呈示が必要である。
CSとUCSが同時に呈示される場合：CRが形成される
CSとUCSがばらばらに呈示される場合：CRは形成されない
UCSがCSに近いタイミングで呈示される場合：CRは形成される
３消去、般化、分化
消去：ベル（CS）とエサ（UCB）を同時に与えて条件づけをした後、ベル（CS）を鳴らしてもエサ（UCS）を与えないようにすれば唾液（CR）を流さなくなる。つまりCSとUCSの連合は解除され、CSとUCS無しの連合が形成されたことになる。これを消去と呼ぶ
般化：CRの音の高さと高さは近いが違う音にもCRを生じること。CSの音の高さを山の頂点として、高く(低く)なるにつれ反応も鈍くなっていく。
分化：CSの音とUCSの対応を変え、異なるCRを誘導しても、別々の条件付けが形成されていく。そして試行を繰り返すごとにCS1に対するCR１とCS2に対するCR2にはっきり分化していく。つまりCS1だったらCR１が、CS2だったらCR2が高精度で発現するようになって行く。
４オペラント条件づけ
特定の行動に強化子（報酬・罰）を与える→自発的な行動の変容
　　　　　　報酬→行動増加
ある行動　　罰→行動減少
　　　　　　無視→消去
※スキナーの実験　スキナー・ボックス
「動物をレバーを押すとエサが得られるという環境におくとレバーを盛んに押すようになる」
正の強化の一例である。
５強化スケジュール
固定比率（FR）：一定回数の反応に強化が与えられる。強化直後に一定期間の反応休止、その後一転して強化が得られるまで一定の高頻度で反応。例：出来高払い
変動比率（VR）;N回の反応に強化を与える（Nは変動）。反応回数に基づいて強化が与えられるがその回数は毎回様々に変化。ただし、それらの平均値は一定。反応休止がなく、ほぼ一定の高い自発頻度で反応。例：ギャンブル
固定間隔（FI）：直後の強化から一定時間後強化を与える。一強化あたりほぼ一定の強化数。スキャロップ現象・・・強化の時間頃に急激に反応数が増える。例：学生の勉強（強化子は試験）
変動間隔（VI）：直後の強化からT秒後に強化を与える（Tは変動）。設定した時間間隔が経過してから最初の反応に対して強化を与えるが時間間隔の設定は毎回様々に変化する。ただしそれらの平均値は一定となるように定められている。常にほぼ一定の自発頻度で反応。消去抵抗は高い。例：ポストを見る
全強化・・・学習は早いが消えやすい：「レバー→エサ」だけを繰り返す→エサが一回でも出てこないと不信感
部分強化・・・学習は早くはないが消えにくい：「レバー→エサ」「レバー→なし」を混ぜる→根気強くレバーを押すようになる
６脳内自己刺激
脳内の『報酬系』（快楽を予期する神経系、ドーパミン）を電気刺激→強化子になる→その刺激を求めてレバーを押し続ける
７潜在学習
報酬がなくても潜在的に学習を行っている
例：Ⅰ群のマウスには報酬を与えず迷路を通過させる。Ⅱ群のマウスには報酬を与えて迷路を通過させる。すると道を誤る回数に開きが出る。Ⅲ群を導入する。これらには最初から報酬を与えない。するとⅠと同様。そして途中から報酬を導入する。普通ならここから学習してしばらく経ってやっとⅡに追いつくと考えられるが実際は急激に誤る回数が減り、すぐにⅡに追いつく。よってⅢは報酬がないときも潜在的に学習していたといえる。
８技能学習
運動技能がトレーニングにより熟練する。
認知→連合（フィードバック学習）→自律（プログラム学習）



✔記憶
１符号化・貯蔵・検索
符号化（記銘）：取り込む
貯蔵（保持）：貯めておく
検索（想起）：取り出す



２二重記憶モデル
短期記憶（LTM）：数秒間だけ保持
長期記憶（STM）：数分～数十年にわたって保持
初頭効果と親近効果をチェック



３記憶容量
短期記憶：７±２個→チャンク（体制化（区切る）して覚える）
長期記憶：無制限
４感覚情報保存
部分報告法・・・全体の中の一部を答える→７±２チャンクを超えて正答
Ｇ　Ｒ　Ｌ　Ｈ　　左のような無意味なアルファベットを短期間で暗記するのは７±２の
Ｗ　Ｓ　Ｋ　Ｌ　　原則を破っており一般には不可能なのだが、「右下の文字は何でした？
Ａ　Ｒ　Ｅ　Ｇ　　」のような問い方をすると７±２の原則を超えて正答した。
アイコニック・メモリー（VIS）・・・視覚情報を約10項目貯蔵、保持時間が短い
エコイック・メモリー（AIS）・・・聴覚情報を約５項目貯蔵、保持時間が長い
５再認・再生・再学習
再認・・・「前にこれを見た」とわかる
再生・・・「前に見たものは何か」が言える
再学習・・・前よりも容易に学習ができる
TOT(tip of the tongue)現象…「舌の先まで出てきているのだが…」という現象、再生できそうでできない状態
６プライミング
以前に見たものの認知的処理が促進される
問題：き　く　　　□に入る文字は？
おそらく「お」と入れる人が多い。これはプライミング記憶によって、この内容の前半の「記憶」という単語が無意識に、次の刺激（き○く）に影響を与えているからです。このようにプライミング記憶では、「お」という文字を一瞬で思い浮かべる事ができる一方、「か」を入れて「きかく（企画）」としたり、「きらく（気楽）」とする事が困難になってしまいます。
７海馬
大脳辺縁系にある組織～符号化に関与
　

８シナプス可塑性
神経連絡に用いられるシナプスは使えば使うほど強くなる
長期増強・・シナプスでの刺激伝達が活発に行われると伝達効率が高まり、刺激が消滅した後もその状態がしばらく保たれる現象。
形態的可塑性・・形態変化を伴うシナプス可塑性は、そうでないものに比べ、変化した状態がより長時間保持される。
９記憶の変容
記憶は作られる
フラッシュバルブ記憶・・・劇的で感情的な出来事がそっくりそのまま、写真のように焼き付け（閃光）られる記憶をフラッシュバルブ記憶という。ショッキングな場面で起こりやすいので、後にトラウマになる危険も含まれている。例：同時多発テロが起きたときの自分の行動は？
目撃者の証言・・・実際には見ていないものを既知の情報をもとに想像で記憶を生み出すことがある。また区別するのも難しい。例：ケネディー元大統領暗殺に関する目撃者の証言にも数多くの誤りがあった。
✔言語
１コミュニケーション行動
コミュニケーション・・・信号の発信・受信
例：イトヨの求愛行動（ジグザクダンス）、ミツバチの８の字ダンス、人間の表情・目礼、鈴虫の求愛など
２類人猿のシンボル操作
チンパンジー・・・口の構造がヒトと違い発音できないため音声言語は使えないが手話や図形の操作はできる。（語彙が少ない、文が作れないなどの限界がある）
３産出と理解
言語・・・人間に固有の通信機能
送信者（言語の産出）　　　　　　　　　　　　　　　　　受信者（言語の理解）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　話された音の並びを受信者
　　　　　　　　　　　　　　　 音響信号　　　　ききとって理解

                       
/kæpten/　音韻　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　音韻 /kaept　n/
                                 音声　　　　　　　　　　　※音声としては異なるが音韻は同じ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※正確な音響理解はコンピュータですらできない
※発話とは「音韻」の「音声」化
４音声
声帯振動→調声器官での共鳴・減衰→特定の倍音成分の強調（特定の周波数の音）
言葉を発している人の音声のスペクトルを観察すると、複数のピークが時間的に移動していることが分かる。このピークをフォルマント、またはホルマントと言う(英語表記はformant)。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　音声スペクトル（声）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
※どの時間にどの周波数が強くなっているか
調べて関数で表したもの→音声スペクトログラム
５音韻
音声信号のカテゴリー弁別→基本単位は「音素」
類似の音A,BがどこからがAでどこからがBか？
例：「破裂音」＋「あ」の場合　　　　・・・間隔がきわめて近い→/ba/と聞こえる
　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・・・若干離れて発音→/pa/と聞こえる
仏語の音素構造・・・心の中では中間の音というのはなくいずれかの母音に弁別している。
６統語解析
文の理解のためには要素間の関係（統語）の理解、すなわち文法の理解が必要
・中央埋め込み文
「黒い犬が灰色の鼠が黄色の蛇が白い猫がかわいいと感じたのを知っていると思った」
「タマちゃんが丸尾君がまる子が寝坊したと言ったと思っている」
→主語、述語の区別は人間では限界があり
・袋小路文
「ひまわりが太陽の光を受けすくすくと育っている畑がある」
「黒い犬が灰色の鼠を食べた黄色の蛇に吠えた」
→途中まで見て間違いに気づくと頭から再解釈する必要がある
※ヒトは文頭から解釈しようとしている
・同音異義句
「かわいいネックレスをつけた女の子」
→かわいいのは女の子？ネックレス？
→韻律により判断
・韻律の手がかり
あの牛の小屋→（あの）牛の小屋or（あの牛の）小屋
７言語野と失語症
脳の特定部位の損傷が失語と密接に関係している
ブローカ野；左半球　下前頭回後部　運動失語に関連→言葉が話せなくなる（出力障害）
ウェルニッケ野；左半球　上側頭回後部　感覚失語に関連→言葉が理解できなくなる（入力障害）

※右半球には存在しない（左利きの人で３０%ほどは右半球にあるが、片方の脳にしかないのは同じ）
８言語相対性仮説
「認知の内容は言語の性質によって規定される」（サピア・ウォーフ仮説）・・実的証拠はない
この仮説はこの名称はエドワード・サピア（1884- 1939）とベンジャミン・リー・ウォーフ（1897 - 1941）という二人の研究者の名前からつけられた。
より詳しく言えば「"現実世界" はかなりの程度社会の言語習慣の上に無意識的に作り上げられるのであり、それぞれの社会は独自の言語を持つから、社会が異なれば世界も異なる。ある言語にあるものを指す言葉がなければ、それはその言語の話し手の思考や世界観の一部にはならず、ある意味では知覚されない。」→「規定」という文言が「影響」ならばこの仮説は正しいといえる
例：日本人は雪を白いものと認識するがイヌイットの民族は様々な色に雪を識別する。
※「音韻の内容が言語の性質によって規定される」ことは間違いない
[a][æ]も日本語では[あ]
✔情動
１動機付けと情動
　　　　　　　　　　　刺激
　　　　　外界　　　　　生活体
　　　　　　　　 反応
　　
　　　　　　　　　　　誘因
　　　　　外界　　　　　生活体
　　　　　　　　　　　動機づけられた行動
２ホメオスタシス
体温・水分・栄養などの身体状態を一定に保とうとする性質。視床下部が制御する。
例：厚い→汗腺が開く
３摂食・飲水
摂食中枢（血糖値センサー）・・血糖値下降→グリコーゲン分解促進、「食べたい」という動機づけ
満腹中枢（血糖値センサー）・・血糖値上昇→グリコーゲン合成促進、「食べたくない」という動機づけ
水分調節中枢（浸透圧センサー）・・水分不足→排尿の抑制、「飲みたい」という動機づけ
４食行動の心理的要因
知らないものはたべない（新奇恐怖）
食べておかしくなったら食べない（味覚嫌悪）
例：ラットの実験→サッカリン（人工甘味料）を飲んだ二匹のラットの一方には食塩水（無毒）を、他方には塩化リチウム（有毒）を腹腔注射したところ、後者は二度とサッカリンを飲まなくなった。
※食べる量は認知的に決める。ストレス・意志・価値観の影響も大
アイドルやモデルは痩せた人が多いから痩せることに価値を見出す人たちみたいな。
しかし、we have to remember that being “fat” has nothing to do with the innate value of a person.（英語Ⅰの教材より）
５基本的情動
環境の好悪判断は情動の主観的体験・行動による
６情動形成の理論
①素朴な考え方
②ジェームズ＝ランゲ説（末梢起源説）・・・涙が出るから悲しいのだ
③キャノン＝バード説（中枢起源説）・・・身体反応と心的体験は直接は関係ない
④シャクター説（２要因説）
①刺激（銃声音）→知覚（危険だ！）→心的体験（怖い）→身体反応（ブルブル）
②刺激→知覚→身体反応→心的体験
③刺激→知覚→身体反応・心的体験
④
刺激→知覚→知覚属性→行動反応　↘
　　　　　↘行動文脈（ラベル付）→心的体験
７扁桃体
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大脳辺縁系にある組織で、恐れや情動に関与。扁桃体を刺激された猫は警戒反応を見せた。ちなみに扁桃体は性行動の抑制にもかかわっており、扁桃体を除去された猫は犬や猿、鶏とも性行動を試みた。扁桃体を除去された猫同士を一緒にするとひどいことになったらしい。
８親和動機付け
子供の甘え行動→親の情動的共感・親の養育的行動
子供の甘え行動の例：自発的微笑（本当に楽しいかは別にすぐ笑う）
　　　　　　　　　　新生児模倣（ひとの顔がわかっていて真似できる）
→親にとってincentiveになっている
多くの動物の赤ちゃんをかわいいと思うのはこのため
✔局在
１心脳問題
心と脳の関係は？
《一元論》脳活動＝心　　　《二元論》脳と心が別に存在
　　　　　　　　　　　全体論ｖｓ局在論
２大脳の機能局在
脳の中の特定部位が特定の活動に関係しているという理論
【参照】✔生理の４機能局在
　
３脳科学の方法論
・刺激法・・・電気刺激、磁気刺激
・破壊法・・・切除・冷却・脳損傷症例研究
・記録法・・・ニューロン活動記録、脳波計測、脳機能画像法
脳＝心とはいいきれないが、脳活動と精神活動の相関関係をあきらかにする
４体部位局在
・一次体性感覚・・・体性感覚の基本処理
・体性感覚の受容野
ソマトトピー…一次体性感覚の中で体性感覚の受容野は順序良く並んでいる。例えば、手を司る皮質の隣の皮質が手根の体性感覚を司っているなど。
５視野再現
一次視覚野・・・視野の基本処理。「１７野」と呼ばれる。
レチノトピー・・・視野の右上の受容野→左脳の下部
　　　　　　　 視野の左下の受容野→右脳の上部　という規則性
６物体認識の局在性
側頭連合野…物体認識の高度な処理を行う。複雑な特徴選択性を持つ。
７高次機能の局在性
・言語野…言語の処理
・前頭連合野…「知性」の処理
～２００６年の試験問題～
心理１、村上郁也教員
７月２４日３時限、試験時間9０分
解答用紙：両面１枚、計算用紙０枚、持ち込み不可

以下の問に答えよ。（いずれも文章の長さは問わない。要点を押さえてあればそれぞれ簡潔な数個の文章で終わってもかまわない。）

1.心のはたらきと脳活動との関係を実証的に解明するためにはどうすればよいか。考えられる研究手法を３種類に大別し、それぞれ説明せよ。

2.「部分報告法」とは何か、またそれによって明らかになったことは何か、説明せよ。

3.「ウェーバーの法則」、「フェヒナーの法則」、「スティーヴンスの法則」のうちひとつ選び、(a)法則名を明記して、(b)それを数式にて記述し、(c)その意味するところを言葉で解説せよ。

4.基礎心理学で扱われてきた諸問題の中で、最も興味をもったものをひとつ選び、これまでの研究知見を総括せよ。

以上
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